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京都天皐経濟學曾



　
　
　
　
　
京
都
大
學
脛
濟
學
會
規
則

第
一
條
本
會
を
京
都
大
學
纏
濟
學
會
と
稲
す
る

第
二
條
　
本
會
は
左
の
者
で
組
織
す
る

　
　
一
、
京
都
大
學
縛
濟
學
部
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
學
生
、
生
徒

　
　
　

及
同
學
部
出
身
者

　
　
二
、
京
都
大
學
法
厚
部
教
授
、
助
教
授
及
講
師

　
　
　
　
京
都
大
學
法
學
部
駆
生
、
生
徒
、
出
身
者
叉
は
奮
京
都
帝
國

　
　
三
、

　
　
　

大
學
法
科
大
學
の
出
身
者
で
本
樽
機
關
雑
誌
「
郁
濟
論
叢
」

　
　
　
　
の
配
布
を
受
け
る
者

　
　
四
、
本
會
評
議
員
㊥
に
お
い
て
推
薦
叉
は
承
認
し
た
る
者

第
三
條
　
本
會
員
中
左
の
者
を
名
轡
會
員
と
す
る

　
　
一
、
京
都
大
學
法
恩
部
教
授
、
助
教
授

　
　
二
、
本
會
評
議
員
禽
に
お
い
て
推
薦
し
た
者

第
四
條
　
本
會
の
事
務
所
は
京
都
大
學
純
濟
學
部
丙
に
置
く

第
五
條
　
本
會
は
左
の
事
業
を
行
う

　
　
一
、
機
關
雑
誌
「
纏
濟
論
叢
」
を
護
行
す
る
こ
と

　
　　　

無
熱
ぎ
縫
胡
㌔
馨
ξ
但
し
臨
時
特
別
號

　
　
二
、
「
経
濟
畢
研
究
叢
書
」
を
襲
行
す
る
こ
と

　
　

三
、
毎
月
一
回
穰
術
研
究
會
を
開
催
す
る
こ
と

　
　

四
、
毎
年
二
問
公
開
講
演
會
を
開
催
す
る
こ
と

會
員
に
は
雑
誌
を
配
布
す
る
、
但
し
臨
時
特
別
號
は
此
限
り

會
員
は
會
費
と
し
て
年
額
金
七
百
圓
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

μB
都
大
學
経
溜
揖
皐
・
禽
‥

，

〆

一　 次目刊既

第

七

十

巻

第

二

號

中
小
企
業
問
題
特
集

京

都
染
色
工
業
調
査

中
小
工
業
に
お
け
る
技
術
の
他
承
性

　
　
　

ー
京
都
陶
磁
器
業
に
お
け
る
事
實

八
月
一
日
登
行

定
61

五
〇
圓

田
杉
　
競

岡
部
利
良

を
中
心
と
し
て
ー
－

日
木
肚
會
政
策
史
に
…
閲
す
る
一
考
寂
基
　
　
渡
部

　
－
岸
本
英
太
郎
「
証
倉
政
策
論
」
を
め
ぐ
り
て
ー

○

徹

第

七

十

巻

第

三

號

理
論
経
濟
學
特
集

爲
替
管
理
と
國
際
牧
支

九
月
一
日
登
行

定
債

五
〇
圓

阿

部
　
　
統

用頁
幣
的
脈
伽
訓
坂
へ
の
錯
一
訳
巾
・
心
的
接
近
　
　
臣
岬
場
W
正
雄

國
際
的
観
窯
か
ら
み
た
ケ
ネ
ー
學
詮

　
の
生
成
と
そ
の
政
僚
ハ
的
人
1
1
意
　
　
　
　
‥
麦
山

　
　
－
ケ
ネ
ー
學
説
に
お
け
る
政
策
的
背
景
（
二
∨
．

泉



農
地
改
革
に

よ
る
農
家
の
懸
｛
貌

が
再
編
さ
れ
こ
い
る
。
エ
、
た
各
農
家
階
府
の
上
昇
、
下
降
傾
向
に
つ
い
て

も
一
義
的
な
結
論
は
下
し
え
な
い
状
態
に
あ
る
。

　
本
村
に
お
け
る
農
地
改
革
は
順
調
に
進
行
し
た
が
從
來
中
小
地
主
の
支

配
的
で
あ
つ
た
本
村
（
む
し
ろ
か
か
る
場
合
が
近
畿
型
農
村
に
お
い
て
は

一
般
的
で
あ

ろ

う
が
）
に
☆
い
て
は
、
特
に
生
産
力
護
展
の
覗
瓢
に
立
て

は

幾
多
の

間
題
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
耕
地
の
交
換
分
令
は
常
然
考
え

ら
れ
る
問
題
で
あ
る
が
、
本
村
に
お
い
て
も
ま
■
そ
の
た
め
に
は
耕
地
整

理
、
灌
概
水
路
の
完
成
等
の
前
提
條
件
の
成
立
を
ま
た
ね
ば
た
．
ら
す
、
現

在
全
然
問
題
に

さ
れ
て
い
な
い
。

　
叉
本
村
に
お
い
て
は
地
主
層
の
支
配
髄
制
は
改
革
前
に
比
し
て
著
し
く

弱
髄
化

し
て
い
る
が
、
地
主
府
が
な
お
一
ー
三
町
層
に
根
を
は
り
そ
の
勢

力
温
存
を
計
つ
て
い
る
こ
と
も
看
渦
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
爾
農
地
改
革
過
程
並
に

改
革
後
に

お
け
る
濁
占
資
太
・
の
役
割
、
或
は
農

地
改
革

そ
の
も
の
批
判
等
の
諸
問
題
は
共
同
研
究
に
護
り
こ
こ
ア
は
ふ
れ

な
か
つ
た
。

　

（
附

記
、
本
稿
は
農
政
調
査
會
の
委
囑
に
よ
り
山
岡
教
授
の
指
導
に
よ

　
　
っ
て
な
さ
れ
た
管
一
能
〔
調
査
報
告
の
一
部
で
あ
る
）
。

第
七
十
巻
　
　
二
三
六
　
　
第
四
號
　
　
三
八

執

筆

者

紹
介

山
岡
　
亮
一

山
崎
　
武
雄

南

清
　
彦

柏

尾

　
昌
哉

關

順
　
也

永

尾

誠

之

輔

東

井

　
正
美

京
都
大
學
教
授

京

都
大
學
助
教
授

和
歌
山
大
學
講
師

京
都
大
學
大
學
院
學
生

京
都
大
學
大
學
院
學
生

京
都
大
學
大
學
院
學
生

關
西
大
學
助
手



｛筒
日
偉
ゆ
居
馬

高
田
保
馬

島
　
恭
彦

閣
林
榮
夫

斐有

近
藤
康
男

静
田

　
均

硲
　
正
夫

小
野
武
夫

幅
武
　
直

高
田

保
馬

纏
済
學
説
の
展
開

　
　
　
　
　
A
5
一
七
二
頁
　
定
債
一
八
〇
一
圓

小
経
濟
學

　
　
　
　

　
A
5
一
六
〇
頁
　
定
債
一
八
〇
圓

現
代
地
方
財
政
論

　
　
　
　
　
A
5
一
二
一
六
頁
　
定
償
二
六
〇
圓

財
政
と
國
民
所
得
の
理
論

　
　
　
　
　
A
5
一
三
三
一
頁
　
定
償
三
五
〇
圓
　
‥
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓦

農
地
改
革
の
諸
問
題

　
　
　
　

　
A
5
二
五
四
頁

工

業

経

濟
概

　
　
　
　

　
A
5
二
七
〇
頁

定
慣

三
二
〇
圓

番論

吉
圓

小

農
経
濟
論

　
　
　
　

　
A
5
三
八
〇
頁
定
償
四
八
〇
圓

麟
土
地
制
度
史
論

　
　
　
　

　
A
5
四
八
四
頁
定
償
三
五
〇
圓

中
國
農
村
吐
會
の
構
造

　
　
　
　

　
A
5
五
八
六
頁
　
定
債
六
〇
〇
圓

　
　
　
　
會
　
　
學

　
　
　
　

　
A
5
二
一
〇
頁
　
定
債
二
五
〇
圓

京都支

　
　
　
禽
p
芦
貝
　
各
　
片
叫
　
く

　
縛
濟
論
叢
は
昭
和
．
二
’
十
七
年
七
月
よ
h
毎
月
刊
行
す
る
事
に

致
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
機
會
に
倉
費
を
御
納
人
、
T
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

一
、

會

費

納

入

先

　
　
　
　
　
京
都
市
左
京
匿

吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
京
都
大
學
経
濟
學
部
内

　
　
　
　
　
　
　
京

都

大

學

纏

濟

學

會

　
　
　
　
　
　
　
　
　

振
替

口
座
　
大
阪
五
〇
五
三
九
番

　

一

、
會
費

　
　
　
　
　
　
年
額
　
七
　
〇
　
〇
　
圓
（
前
納
）

　

一
、

會
員
各
［
位
の
本
欝
、
現
住
所
、
氏
名
、
出
身
高
校
名
、

　
　
　
卒
業
年
次
、
就
職
先
を
學
會
ま
で
御
通
知
下
さ
い
。

　

一、

會
員
外
の

雑
誌
購
人
は
有
斐
閣
へ
お
申
込
下
さ
い
。

昭

和

二
十
七
年
九
月
二
十
五
日
　
印
刷

昭

和
二
十
七
年
十
月
　
一
　
日
　
登
行

　
　
　
　
　
　
　

編

集

兼

　
　
　
　
　
　
　

褒

行

人

　
　
　
　
　
　
　
　

印
刷
所

定
偵

　
五
〇
圓

前

　
田
　
昇
　
三

　
　
　
　
京
都
市
中
京
瓢
壬
牛
花
井
町
三

　
　
　
　
　
日
本
篇
眞
印
刷
株
式
會
就

　
　
　

代

表

者
　
　
鈴
　
木
　
直
樹

　
　
　
　
京
都
市
左
京
匿
士
「
田
本
町

登

行

所

京

都

大

學

経

濟

畢

會

　
　
　
　
　
振
替
口
座
　
大
阪
　
五
〇
五
三
九
番

　
費

所

株
式
會
杜

有

斐

閣

　
　
　
　
本
冠
噸
鯨
聯
コ
砒
畑
暗
馴
細
地

　
　
　
京
都
支
店
　
猷
都
鞘
㎡
顎
纏
北
翻
川
前
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